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ルカ福音書9:51-18:30の文学的構造と意味  
 ルカ福音書9:51-18:30の文学的構造を解説！旅物語の中で描かれるイエスの導き、神の国の到来、悔い改め

のテーマを分かりやすく解説します。
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1. はじめに：旅物語の始動  
ルカ福音書9:51は、物語の重要な転換点です。ここでイエスは「天に上げられる時期が近づいた」とされ、
決然とエルサレムに向かいます。この節が示す「顔をまっすぐに向ける」という表現は、イエスが使命に向
けて歩む覚悟を象徴しており、「旅物語」が始動する瞬間です。

この部分から18章30節に至るまで、イエスは教え、癒し、悔い改めを促しながら、神の国の価値観を示しつ
つ十字架の道へ進みます。この旅は単なる物理的な移動ではなく、弟子たちの成長、悔い改め、そして救い
の本質を明らかにする文学的・神学的な旅路なのです。

2. 文学構造の四つの段落とテーマ  

第1段落（9:51-11:28）：牧者としての導き  

テーマ：「神の御心を行う者」となるための弟子訓練
キーワード：エルサレム、祈り、神の言葉、宣教

この区間では、イエスが弟子たちを導き、神の御国の使者として整える様子が描かれます。主の祈り（11:1-
4）や「善きサマリヤ人のたとえ」（10:25-37）が登場し、神への愛と隣人愛の実践が強調されます。イエス
は牧者として、御国を目指す具体的な生き方を弟子たちに示し、導いていきます。



第2段落（11:29-13:21）：試みとの戦い  

テーマ：偽善者との対峙と悔い改めの必要性
キーワード：「この時代」、しるし、悔い改め、災いあれ

ここでは、宗教指導者への警告と「悔い改め」への強い呼びかけが中心です。「ヨナのしるし」（11:29）や
「災いあれ」（11:42-52）が繰り返され、信仰者が偽善や誘惑を退け、真実の信仰に立つよう促されます。
この区間は「試みにあわせないでください」という主の祈りの請願とも響き合っています。

第3段落（13:22-14:35, 17:20-18:30）：永遠のいのち  

テーマ：神の国の到来と永遠のいのち
キーワード：神の国、狭い戸、招き、永遠のいのち

この部分では、「神の国」の到来や、永遠のいのちを得るための条件が語られます。富める者が神の国に入
る難しさ（18:18-30）や「狭い戸」（13:24）という教えが示され、弟子たちが永遠のいのちを目指して進む
姿が描かれます。

第4段落（15:1-17:19）：悔い改めと回復  

テーマ：罪人の悔い改めと神の喜び
キーワード：失われた、悔い改め、喜び、回復

「失われた羊」（15:4-7）、「失われた銀貨」（15:8-10）、「放蕩息子」（15:11-32）の三つの譬えが象徴
的です。これらの譬えは、神が罪人を見つけ出し、赦し、回復する喜びを示しています。この区間は「罪を
許してください」という主の祈りの請願に対応し、神の赦しの大きさが強調されます。

3. 旅物語と「主の祈り」の関係  
ルカ11章にある「主の祈り」（11:2-4）は、ルカ9:51-18:30の各区分と驚くほど一致しています。

1. 9:51-11:28：「御名が聖とされますように。御国が来ますように。」
2. 11:29-13:21：「試みにあわせないでください。」
3. 13:22-14:35, 17:20-18:30：「日毎の糧を与えてください。」
4. 15:1-17:19：「私たちの罪をお許しください。」

この構造は、旅物語が単なる移動ではなく、主の祈りの霊的課題を具体的に実践する過程であることを示し
ています。

4. 神学的意味：導く牧者と導かれる羊  
ルカ9:51-18:30は、二つの視点が交錯します。



前半（9:51-13:21）：イエスが「牧者」として導きます。弟子たちは教えと訓練を受け、神の国に向か
う道を示されます。
後半（13:22-17:19）：「羊」である弟子たちや罪人が導かれ、回復され、神の国に招かれる姿が描か
れます。

イエスは、失われた者を探し出す「真の牧者」であり、神の国に至る道を示すお方です。

5. まとめ：神の国の価値観と私たちの応答  
ルカ9:51-18:30の旅物語は、エルサレムに向かう道中で神の国の価値観と救いの本質を教えています。イエ
スの導きに応え、悔い改め、神の国を目指すことが私たちに求められているのです。

この旅は私たちの信仰生活とも重なります。イエスの声に耳を傾け、神の国を目指して歩み続けることこそ
が、永遠のいのちへと導く道なのです。
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